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日
頃
は
全
国
各
地
で
活
発
な
政
治
連

盟
活
動
を
展
開
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
未

だ
収
ま
る
こ
と
な
く
猛
威
を
振
る
い
、

世
界
を
一
変
さ
せ
て
い
ま
す
。
本
連
盟

支
援
議
員
の
先
生
方
の
セ
ミ
ナ
ー
や
集

い
も
こ
と
ご
と
く
延
期
や
中
止
と
な
る

中
、
関
係
づ
く
り
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

︹
２
０
２
０
年
度
の
取
り
組
み
の
御
礼

　

と
主
な
ご
報
告
︺

1　

通
常
会
員
数
の
増
強

　

本
年
１
月
１
日
時
点
の
通
常
会
員
数

は
６
３
０
６
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
代
協
を
退
会
さ
れ
た
方
や
会
費
未

納
者
も
会
員
数
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の

を
除
外
し
、
正
味
の
会
員
数
で
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２　

会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
達
成

　

２
０
２
０
年
度
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

１
１
０
０
万
円
に
対
し
、
１
１
８
１
万

８
千
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
全
国
の
会

員
の
皆
様
、
代
協
役
員
、
選
挙
対
策
委

員
各
位
の
お
力
添
え
に
よ
る
成
果
で
あ

り
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

︹
２
０
２
１
年
度
の
取
り
組
み
方
針
︺

１　

制
度
案
件
へ
の
対
応

①
銀
行
窓
販
の
﹁
弊
害
防
止
措
置
﹂
の

　

存
続

②
﹁
地
震
保
険
料
控
除
制
度
﹂
の
充
実

③
火
災
保
険
等
に
係
る
﹁
異
常
危
険
準

　

備
金
制
度
﹂
の
充
実
︵
損
保
協
会
と

　

の
連
携
強
化
︶

④
﹁
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
﹂
に
対
す
る

　

対
応

２　

﹁
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連

　
　

盟
の
意
義
と
活
動
﹂
の
周
知

　

２
０
１
９
年
10
月
に
作
成
し
た
﹁
全

国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟　

意
義

と
活
動
﹂︵
P
o
w
e
r　

P
o
i
n
t
︶

が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

全
国
の
代
協
会
員
の
皆
様
に
よ
る
認
知

度
や
理
解
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
や
代
協
理
事
会
、
支
部
会

等
会
員
が
集
う
場
で
さ
ら
に
活
用
を
進

め
て
、
一
層
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

３　

政
治
連
盟
規
約
の
抜
本
的
な
見
直
し

　

現
在
の
規
約
は
平
成
７
年
11
月
に
制

定
さ
れ
、
平
成
10
年
、
21
年
と
二
度
に

わ
た
り
一
部
改
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
日
本
代
協
の
定
款
・
規
則
と
の
整

合
性
が
取
れ
て
い
な
い
部
分
や
法
的
に

不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、
政
治
連
盟
役

員
に
て
検
討
し
、
改
め
て
皆
様
方
に
お

諮
り
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

︹
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
へ
の
対
応
︺

　

総
選
挙
は
解
散
の
有
無
を
含
め
菅
総

理
大
臣
の
腹
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
実
施

時
期
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
遅
く
て
も

本
年
10
月
21
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
申
し
上
げ
て
き
た

と
お
り
、
支
援
議
員
の
先
生
方
と
は
日

頃
か
ら
の
関
係
構
築
が
大
切
で
あ
り
、

﹁
代
協
の
理
念
を
理
解
し
、
そ
の
活
動

を
応
援
し
て
も
ら
え
る
﹂﹁
金
融
・
保
険

に
強
く
、
わ
れ
わ
れ
の
要
望
に
対
し
動

い
て
も
ら
え
る
﹂
﹁
財
務
省
・
金
融
庁

等
中
央
官
庁
出
身
で
将
来
性
が
あ
る
﹂

等
が
特
に
望
ま
し
い
議
員
候
補
者
で
あ

り
ま
す
。
各
都
道
府
県
に
お
い
て
組
織

的
に
推
薦
候
補
者
を
検
討
い
た
だ
き
、

お
早
め
に
ご
報
告
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

︹
政
治
連
盟
の
存
在
意
義
を
振
り
返

　

る
︺

　

昭
和
54
年
︵
１
９
７
９
年
︶
１
月
１

日
、
日
本
代
協
の
前
身
で
あ
る
全
代
連

ニ
ュ
ー
ス
創
刊
号
の
中
、﹁
全
代
連
と
全

政
連
と
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、

社
団
法
人
と
し
て
は
で
き
な
い
政
治
活

動
を
全
政
連
に
よ
っ
て
積
極
的
に
行
い
、

政
治
力
の
導
入
に
よ
っ
て
わ
が
損
保
代

理
業
の
積
年
の
願
望
を
達
成
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
﹂
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
翌
年
の
昭
和
55
年
︵
１
９

８
０
年
︶
７
月
20
日
の
政
治
連
盟
ニ
ュ

ー
ス
に
は
、
﹁
今
年
度
の
政
治
連
盟
の

方
向
﹂
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
５
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
強
力
な
推
進
、
②
日
本
代
協
事
業
へ

の
全
面
協
力
、
③
顧
問
議
員
︵
現
在
の

支
援
議
員
︶
と
の
連
携
プ
レ
ー
の
強
化
、

④
事
務
局
運
営
の
効
率
化
と
会
費
納
入

の
効
率
化
、
⑤
鳩
山
威
一
郎
日
本
代
協

後
援
会
の
結
成
と
運
営
の
５
つ
で
す
。

こ
の
中
で
①
の
﹁
５
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
﹂

と
は
、﹁
損
保
協
会
と
の
協
議
体
制
﹂

﹁
不
公
正
募
集
の
排
除
﹂
﹁
共
済
対
策
﹂

﹁
単
種
目
代
理
店
問
題
﹂
﹁
保
険
審
議

会
へ
の
代
表
派
遣
﹂
で
す
。
い
ず
れ
も

日
本
代
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
原
型
と
な

っ
た
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
に
解
決
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
ば

か
り
で
す
が
、
諸
先
輩
方
の
ご
努
力
に

よ
っ
て
進
展
・
解
決
を
見
せ
た
事
項
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
時
を
経
て
、
日
本
代
協
は

﹁
活
力
あ
る
代
理
店
制
度
等
研
究
会
﹂

を
通
じ
、
保
険
会
社
と
心
あ
る
対
話
を

続
け
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
の
政
治
連

盟
は
損
保
協
会
と
も
連
携
し
、
政
治
の

力
を
通
じ
て
損
保
業
界
と
し
て
あ
る
べ

き
形
を
課
題
解
決
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
昔
も
今
も
﹁
消
費
者
・

契
約
者
の
た
め
﹂
、
﹁
損
保
業
界
の
た

め
﹂
、
﹁
損
保
代
理
業
の
た
め
﹂
、
日
本

代
協
と
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連

　
　
　
　
　

 　
　

︵
2
頁
へ
つ
づ
く
︶

守
る
べ
き
は
守
り
、変
え
る
べ
き
は
変
え
る

〜
日
本
代
協
と
一
体
と
な
り
課
題
解
決
〜

小平会長

（東京）

全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟　

会
長　

小
平　

義
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全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は

３
月
５
日
、
東
京
・
有
楽
町
の
日
本
代

協
会
議
室
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
、
通
常
代
議
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
代
議
員
60
名
の
出
席
の
も
と
、

三
ヶ
尻
明
広
氏
︵
神
奈
川
県
代
議
員
︶

を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
審
議
の
結
果
、
５
議
案
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
１
号
議
案　

２
０
２
０
年
度
﹁
事

　

業
報
告
書
案
﹂
承
認
の
件

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
従
来
型
の
会
合
が

制
限
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
﹁
顧
問
の
先

生
に
対
す
る
後
援
活
動
﹂
は
、
石
原
伸

晃
先
生
＝
２
回
︵
前
年
２
回
︶
、
藤
井

裕
久
先
生
＝
１
回
︵
前
年
６
回
︶
、
﹁
政

治
セ
ミ
ナ
ー
・
会
合
へ
の
出
席
状
況
﹂

は
、
東
京
開
催
＝
33
回
︵
前
年
36
回
︶
、

地
方
開
催
＝
32
回
︵
前
年
54
回
︶
と
な

り
ま
し
た
。

▽
第
２
号
議
案　

２
０
２
０
年
度
﹁
貸

　

借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
収
支
計
算

　

書
、
次
期
繰
越
金
﹂
承
認
の
件

　

財
務
諸
表
の
説
明
･
報
告
に
加
え
、

次
期
繰
越
金
１
３
０
３
万
８
５
２
７
円

を
計
上
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、
津
田
文
雄
監
事
よ
り

﹁
２
０
２
０
年
度
会
計
お
よ
び
会
計
業

務
以
外
の
業
務
の
監
査
を
行
っ
た
結
果
、

い
ず
れ
も
適
法
・
適
正
で
あ
る
﹂
旨
の

監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
３
号
議
案　

２
０
２
１
年
度
﹁
会

　

費
額
案
﹂
承
認
の
件

　

﹁
会
費
額
は
１
会
員
１
年
間
２
０
０

０
円
と
し
、
２
０
０
０
円
を
超
え
る
分

は
寄
附
の
扱
い
と
す
る
﹂
、
﹁
納
入
方

法
は
代
議
員
仲
介
に
よ
る
振
込
代
行
方

式
を
原
則
と
し
、
会
員
の
同
意
を
得
た

上
で
代
協
会
費
に
政
連
会
費
を
上
乗
せ

し
口
座
振
替
に
よ
っ
て
会
費
を
集
金
す

る
方
法
︵
京
都
方
式
︶
を
中
心
と
す
る
﹂
、

﹁
２
０
２
１
年
度
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
２
０
２
０
年
度
と
同
額
の
１
１
０
０

万
円
と
す
る
﹂
、
﹁
都
道
府
県
別
会
費

納
入
目
標
額
は
、
全
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
①
代
協
正
会
員
数
、
②
専
業
代
理
店

未
組
織
数
、
③
政
治
連
盟
通
常
会
員
数

の
３
指
標
で
都
道
府
県
別
に
按
分
し
た

金
額
を
都
道
府
県
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
、
前
年
度
ま
で
の
累
計
納
入
金
額

に
不
足
金
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
は

都
道
府
県
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
目
標
額

と
し
、
前
年
度
ま
で
の
累
計
納
入
金
額

に
不
足
金
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
都

道
府
県
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
累
計
不
足

金
額
を
加
え
た
数
値
を
目
標
額
と
す

る
﹂
、
﹁
目
標
額
が
高
額
な
場
合
は
、

２
〜
３
年
を
目
途
に
入
金
で
き
る
よ
う

計
画
を
立
て
て
対
応
す
る
﹂
等
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
４
号
議
案　

２
０
２
１
年
度
﹁
事

　

業
計
画
案
﹂
承
認
の
件

１　

制
度
案
件
へ
の
対
応

①
銀
行
窓
販
の
﹁
弊
害
防
止
措
置
﹂
の

　

存
続

　

日
本
代
協
と
し
て
は
﹁
銀
行
等
の
保

険
販
売
に
対
す
る
事
前
規
制
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
る
弊
害
防
止
措
置
は
、
消

費
者
保
護
の
観
点
か
ら
引
き
続
き
必

要
﹂
と
の
立
場
で
す
が
、
金
融
機
関
関

連
団
体
や
欧
米
諸
国
は
同
措
置
の
撤
廃

を
強
く
求
め
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

日
本
代
協
の
主
張
が
反
映
さ
れ
た
弊
害

防
止
措
置
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
政
治
連
盟
と
し
て
も
引
き
続
き

存
置
を
求
め
て
顧
問
・
支
援
議
員
へ
の

要
請
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
﹁
地
震
保
険
料
控
除
制
度
﹂
の
充
実

　

日
本
損
害
保
険
協
会
﹁
令
和
3
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
﹂
の
中
で
も

要
望
事
項
と
し
て
掲
げ
て
い
る
﹁
地
震

保
険
料
控
除
制
度
の
充
実
﹂
に
つ
い
て

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
地
震
リ
ス
ク
は

増
大
し
、
地
震
保
険
料
の
さ
ら
な
る
引

き
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

代
協
は
損
保
協
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
活

動
で
地
震
保
険
の
理
解
促
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
﹁
地
震
保
険
料
控
除
制
度
﹂

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
活
再
建
と

し
て
の
地
震
保
険
制
度
を
広
く
認
知
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

③
火
災
保
険
等
に
係
る
﹁
異
常
危
険
準

　

備
金
制
度
﹂
の
充
実
︵
損
保
協
会
と

　

の
連
携
強
化
︶

　

損
保
協
会
と
共
同
で
﹁
火
災
保
険
等

に
係
る
異
常
危
険
準
備
金
制
度
の
充

実
﹂
を
要
望
し
実
現
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
経
過
措
置
︵
正
味
収
入
保
険
料
に

対
す
る
無
税
積
立
率
‥
本
則
２
％
＋
経

過
措
置
４
％
＝
６
％
︶
が
、
２
０
２
１

年
度
末
で
日
切
れ
と
な
り
ま
す
。
近
年

の
巨
大
災
害
の
頻
発
で
、
保
険
会
社
の

異
常
危
険
準
備
金
残
高
は
枯
渇
状
態
で

あ
り
、
積
立
率
は
現
状
に
見
合
う
水
準

へ
の
抜
本
的
な
修
正
が
必
要
で
す
。
保

険
会
社
の
﹁
安
定
的
な
保
険
金
支
払
い

能
力
の
確
保
﹂
は
、
日
本
代
協
に
と
っ

て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

損
保
協
会
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、

﹁
異
常
危
険
準
備
金
制
度
の
抜
本
的
見

直
し
﹂
に
向
け
て
販
売
サ
イ
ド
の
立
場

か
ら
要
請
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

④
﹁
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
﹂
に
対
す
る

　

対
応 

ａ
郵
便
局
の
保
険
販
売
に
お
け
る
種
目

　

拡
大
の
阻
止

　

郵
便
局
は
自
動
車
保
険
の
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
代
協
は

﹁
日
本
郵
政
の
政
府
保
有
株
が
全
株
売

却
さ
れ
る
ま
で
は
完
全
民
営
化
さ
れ
た

と
は
言
え
な
い
﹂
と
の
立
場
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
間
は
、
安
易
な
種
目
拡
大

を
阻
止
す
る
方
針
で
す
。
政
治
連
盟
と

し
て
は
、
郵
便
局
の
保
険
販
売
が
損
害

保
険
代
理
店
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
注
視
し
な
が
ら
、
顧

問
・
支
援
議
員
へ
の
働
き
か
け
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

ｂ
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
損
害
保
険
募
集
業

　

務
認
可
申
請
へ
の
対
応

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
が
金
融
庁
に
対
し
、

﹁
住
宅
ロ
ー
ン
長
期
火
災
保
険
募
集
業

務
に
係
る
認
可
申
請
﹂
を
行
い
ま
し
た
。

本
件
は
官
に
よ
る
民
の
圧
迫
で
あ
り
、

既
存
代
理
店
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
２
０
２
１
年
２
月

４
日
開
催
の
﹁
郵
政
民
営
化
委
員
会
・

第
２
２
６
回
会
議
﹂
に
お
い
て
、
日
本

代
協
と
し
て
﹁
損
害
保
険
募
集
業
務
の

認
可
申
請
に
対
す
る
反
対
﹂
表
明
を
行

い
ま
し
た
。
政
治
連
盟
と
し
て
も
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
﹁
な
し
崩
し
的
な
保
険

募
集
業
務
拡
大
﹂
を
防
ぐ
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

２　

支
援
議
員
に
対
す
る
地
元
で
の
活

　
　

動
強
化

①
支
援
議
員
﹁
地
元
開
催
セ
ミ
ナ
ー
・

︵
1
頁
か
ら
つ
づ
く
︶

盟
は
一
体
と
な
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課

題
解
決
に
向
け
邁
進
す
る
団
体
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

︹
結
び
に
︺

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
は
ま
だ
先
の
こ
と
と
な
り
そ
う
で
す
。

支
援
議
員
と
の
接
点
強
化
を
図
る

３
月
10
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
通
常
代
議
員
総
会

様
々
な
制
約
の
中
で
の
日
常
生
活
で
す

が
、
政
治
連
盟
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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会
合
﹂
へ
の
参
加
と
支
援
議
員
と
の

　

接
点
強
化

　

﹁
議
員
主
催
の
地
元
開
催
セ
ミ
ナ
ー
、

会
合
﹂
へ
の
参
加
、
支
援
議
員
に
対
す

る
﹁
代
協
総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
リ
ア

ル
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
﹂
要
請
な

ど
を
通
じ
て
、
支
援
議
員
と
の
接
点
強

化
を
図
り
、
会
員
が
支
援
議
員
な
ら
び

に
政
治
連
盟
の
活
動
を
正
し
く
理
解
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、

地
元
に
お
い
て
﹁
会
員
が
支
援
議
員
と

フ
リ
ー
な
論
議
が
で
き
る
環
境
﹂
を
整

え
ま
す
。

②
国
政
選
挙
対
応

　

今
年
は
﹁
第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
﹂
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
選
挙
は
支
援

議
員
と
の
関
係
強
化
を
進
め
る
﹁
絶
好

の
機
会
﹂
で
あ
る
た
め
、
代
議
員
・
選

挙
対
策
委
員
・
政
治
連
盟
役
員
が
一
体

と
な
っ
て
、
各
代
協
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
選
挙
区
に
お
け
る
支
援
活
動
を

組
織
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

３　

組
織
課
題
へ
の
対
応

①
﹁
日
本
代
協
・
事
業
方
針
﹂
の
把
握

　

と
認
識
の
共
有

　

政
治
連
盟
は
、
日
本
代
協
の
事
業
運

営
に
必
要
な
政
治
活
動
を
行
う
組
織
で

あ
り
、
定
款
上
政
治
活
動
が
で
き
な
い

日
本
代
協
と
は
﹁
表
裏
一
体
の
関
係
﹂

に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
連

盟
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
日
本
代
協
理
事
会
等
を
通
じ
て
日

本
代
協
・
事
業
方
針
の
把
握
と
役
員
間

の
認
識
共
有
に
努
め
、
日
本
代
協
と
一

体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
ま
す
。

②
﹁
政
治
連
盟　

意
義
と
活
動
﹂
ミ
ニ

　
　

セ
ミ
ナ
ー
の
継
続
実
施

　

全
国
の
代
協
会
員
間
で
、
政
治
連
盟

に
対
す
る
理
解
が
十
分
進
ん
で
い
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、
政
治

連
盟
役
員
・
選
挙
対
策
委
員
が
講
師
と

な
り
、
全
国
各
地
で
﹁
政
治
連
盟　

意

義
と
活
動
﹂
等
の
資
料
を
活
用
し
て
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
政
治
連
盟
の

﹁
存
在
意
義
﹂
、﹁
歴
史
と
背
景
﹂
、﹁
概

要
﹂
、﹁
活
動
内
容
﹂
に
つ
い
て
の
情
宣

活
動
を
継
続
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
﹁
京
都
方
式
﹂
導
入
推
進
と
会
員
拡
大

　

政
連
会
費
の
納
入
に
当
た
っ
て
は
、

従
来
ど
お
り
﹁
京
都
方
式
﹂
の
導
入
を

進
め
、
会
員
拡
大
を
図
る
方
針
で
す

︵
２
０
２
０
年
12
月
末
現
在
で
13
代
協

が
未
導
入
︶。
暦
年
の
会
費
未
納
が
残
っ

て
い
る
代
協
に
対
し
て
は
、
代
議
員
・

政
治
連
盟
役
員
・
日
本
代
協
地
域
担
当

理
事
が
連
携
し
て
、
課
題
の
把
握
と
対

応
策
の
協
議
を
行
い
、
対
策
を
講
じ
ま

す
︵
２
０
２
０
年
12
月
末
現
在
で
14
代

協
に
累
積
未
納
金
額
あ
り
︶
。

▽
第
５
号
議
案　

２
０
２
１
年
度
﹁
収

　

支
予
算
案
﹂
承
認
の
件

　

２
０
２
１
年
度
﹁
収
支
予
算
案
﹂
の

﹁
収
入
の
部
﹂
に
お
い
て
﹁
会
員
会
費

予
算
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
同
額
の
１
１
０

０
万
円
と
す
る
﹂
こ
と
、
﹁
支
出
の
部
﹂

に
お
い
て
﹁
衆
議
院
総
選
挙
に
対
応
し

た
選
挙
関
係
費
を
２
０
０
万
円
と
し
、

合
計
額
を
１
４
０
０
万
円
と
す
る
﹂
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
、
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
９
月
30
日
﹁
自
民
党
総
裁
任
期

満
了
﹂
、
10
月
21
日
﹁
衆
議
院
議
員
任

期
満
了
﹂
で
あ
り
、
９
月
５
日
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
後
に
﹁
衆
議
院
議
員

総
選
挙
﹂
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
、
議
員
の
先
生
方
と
の
関
係

を
深
め
、
﹁
代
協
の
理
念
を
理
解
し
て

も
ら
い
代
協
活
動
を
応
援
し
て
も
ら

う
﹂
絶
好
の
機
会
で
す
。
代
議
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
﹁
衆
議
院
議

員
総
選
挙
・
推
薦
候
補
者
﹂
の
選
定
に

つ
い
て
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
議
論

を
深
め
る
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
担
当

の
選
挙
対
策
委
員
に
も
ご
相
談
の
上
、

推
薦
候
補
者
の
人
選
を
前
倒
し
で
実
施

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ご
高
承
の
と
お
り
、
政
治
活
動
は
常

に
法
律
を
遵
守
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
政
治
連
盟
の
統
一

行
動
と
し
て
は
、
推
薦
候
補
者
の
選
挙

事
務
所
あ
て
に
﹁
推
薦
状
と
要
望
書
﹂

を
公
示
日
に
お
届
け
し
、
選
挙
応
援
活

動
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
総
決
起
大

会
、
演
説
会
、
懇
談
会
へ
の
参
加
等
が

あ
り
ま
す
が
、
飲
食
物
提
供
、
文
書
図

画
︵
と
が
︶
の
頒
布
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
選
挙
運
動
は
、
公
職
選
挙
法

で
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
と
守
り
、
清
々
と
選
挙
運
動
を
進

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

︿
飲
食
物
提
供
の
制
限
﹀

　

何
人
も
選
挙
運
動
に
関
し
て
飲
食
物

を
提
供
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
陣
中
見
舞
と
し
て
飲
食
物
を
差
し

入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
湯

茶
お
よ
び
こ
れ
に
伴
い
通
常
用
い
ら
れ

る
程
度
の
菓
子
類
︵
せ
ん
べ
い
、
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
︶
、
み
か
ん
、
り
ん
ご
程

度
の
果
物
、
漬
物
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
級
菓
子
、
料
理
、
弁
当
、
酒
、

ジ
ュ
ー
ス
等
の
差
し
入
れ
は
不
可
で
す
。

大塚理事選挙対策委員長

（福岡）

︿
文
書
図
画
︵
と
が
︶
の
頒
布
制
限
﹀

　

選
挙
運
動
で
頒
布
で
き
る
文
書
図
画

に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。
法
定
の
選
挙

運
動
用
通
常
葉
書
・
ビ
ラ
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
選
挙
運
動
用
広
告
を
掲
載
し
た

新
聞
、
選
挙
公
報
等
の
ほ
か
は
、
一
切

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

︿
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選
挙
運
動

　

の
制
限
﹀

　

電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
選
挙
運
動
を

行
え
る
の
は
候
補
者
等
だ
け
で
す
。
有

権
者
は
、
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
た
選
挙

運
動
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
候
補
者

等
か
ら
受
信
し
た
電
子
メ
ー
ル
を
他
者

に
転
送
す
る
こ
と
も
禁
止
で
す
。
選
挙

運
動
用
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
、
候
補
者
・

政
党
等
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
選
挙
運
動

用
の
電
子
メ
ー
ル
等
、
選
挙
運
動
用
の

文
章
や
図
版
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て

配
る
こ
と
も
禁
止
で
す
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
︶

　

で
の
情
報
発
信
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

　

す
が
、
発
信
者
に
連
絡
を
取
る
こ
と

　

が
で
き
る
情
報
︵
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

　

レ
ス
、
返
信
用
フ
ォ
ー
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
名
等
︶
を

　

明
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
選
挙
運
動
／

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
情
報
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第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
向
け
て

大
塚
昭
彦
理
事
選
挙
対
策
委
員
長



　

全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は

６
月
11
日
、
２
０
２
１
年
度
臨
時
代
議

員
会
を
日
本
代
協
会
議
室
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。
代
議

員
60
名
の
出
席
の
も
と
、
磯
利
二
氏

︵
東
京
代
議
員
︶
を
議
長
に
選
出
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
４
議
案
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
１
号
議
案　

２
０
２
１
年
１
月
〜

　

４
月
﹁
業
務
報
告
﹂
承
認
の
件

　

２
０
２
１
年
１
月
〜
４
月
に
実
施
し

た
﹁
理
事
会
・
代
議
員
会
﹂
、
﹁
活
動

の
概
況
﹂
、
﹁
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
個
人

向
け
貸
付
業
務
認
可
申
請
に
伴
う
損
害

保
険
募
集
業
務
認
可
申
請
に
対
す
る
意

見
表
明
﹂
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
発
令
等
に
よ
り
、

﹁
政
治
セ
ミ
ナ
ー
・
会
合
へ
の
出
席
状

況
﹂
は
、
東
京
開
催
＝
２
回
︵
前
年
４

回
︶
、
地
方
開
催
＝
３
回
︵
前
年
８
回
︶

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
活

動
と
し
て
、
参
議
院
・
広
島
県
選
挙
区

再
選
挙
、
長
野
県
選
挙
区
補
欠
選
挙
に

伴
う
懇
談
対
応
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
２
号
議
案　

２
０
２
１
年
１
月
〜

　

４
月
﹁
会
費
入
金
状
況
報
告
、
会
計

　

報
告
﹂
承
認
の
件

　

２
０
２
１
年
１
月
〜
４
月
の
会
費
収

入
額
が
58
万
８
千
円
、
支
出
総
額
が
３

１
５
万
２
千
円
、
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ

ス
２
５
６
万
４
千
円
と
な
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
３
号
議
案　

２
０
２
１
年
度
﹁
国

　

政
選
挙
対
応
﹂
承
認
の
件

　

第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
︵
９
月

30
日
自
民
党
総
裁
任
期
満
了
、
10
月
21

日
衆
議
院
議
員
任
期
満
了
︶
に
対
し
、

﹁
具
体
的
な
選
挙
運
動
の
流
れ
﹂
、﹁
選

挙
運
動
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
﹂
、

﹁
都
道
府
県
別
支
援
議
員
名
簿
﹂
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▽
第
４
号
議
案　

役
員
選
任
の
件

　

２
０
２
１
年
６
月
18
日
付
で
杉
本
恭

三
監
事
が
退
任
し
白
石
雅
一
監
事
が
就

任
す
る
こ
と
、
２
０
２
１
年
７
月
１
日

付
で
小
見
隆
彦
常
務
理
事
が
退
任
し
工

藤
琢
哉
常
務
理
事
が
就
任
す
る
こ
と
が

提
議
さ
れ
、
２
０
２
１
年
７
月
１
日
付

の
役
員
体
制
を
次
の
と
お
り
と
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
役
員
体
制

▽
会
長　

小
平　

義

▽
副
会
長　

小
澤
正
志

▽
理
事
選
挙
対
策
委
員
長　

大
塚
昭
彦

▽
専
務
理
事　

野
元
敏
昭

▽
常
務
理
事
︵
事
務
局
長
︶
工
藤
琢
哉

▽
監
事　

津
田
文
雄
、
白
石
雅
一

2
0
2
1
年
度
国
政
選
挙
対
応
を
承
認

　日本代協の事業活動を進めるにあたり、保険代理業に係る法制や税制等について政治的な課題

が生じることがありますが、日本代協は定款上、政治団体としての活動を行うことはできません。

　このため、日本代協の事業遂行に必要な政治団体としての活動を行うために、政治資金規正法

の適用を受ける個人加入の政治団体として、１９９５年に「全国損害保険代理業政治連盟」を設

立。東京都選挙管理委員会に届出し、組織的かつ継続的な活動を行っています。

　すなわち、日本代協の事業遂行に必要な政治団体としての活動を担う組織が政治連盟であり、

政治活動の部分に関しては日本代協と政治連盟は表裏一体の関係にあるといえます。

　政治連盟の活動としては、古くは「国民金融公庫・中小企業金融公庫における代理店向け融資の実現」、「日米保険

協議における解放要求に対する金融担当大臣への陳情」等で成果をあげてきましたが、近年の主な活動成果は下記のと

おりです。

　今秋には、衆議院議員総選挙が予定されており、支援議員に対し「銀行窓販弊害防止措置の存置」の継続を強く働き

かけるとともに、損害保険代理店の募集環境問題や損害保険に関わる税制面の課題解決にも、引き続き取り組んでいく

方針です。会員の皆様のご要望、また代協の本来の目的を達成していくために、皆で力を合わせていきましょう。

　政治連盟の入会資格は「個人」となり、年会費は１会員当たり２,０００円（超える額については寄付金として受領）

となります。ご加入いただける方は、所属の都道府県代協事務局に連絡の上、政治連盟事務局にお申込みください。

政治連盟 加入のおすすめ
小澤正志 副会長

主 な 活 動 成 果年度

「地震保険料控除制度の創設」の実現

銀行窓販に関する「監督指針への『公取ガイドラインへの留意』規定」の実現

医療・介護・年金等の社会保障制度を補完する商品に係る「保険料控除制度」の創設

中小企業庁の「景気対応緊急保証制度適用対象業種」への保険代理業の追認の実現

国土交通省「政府保障事業の支払い迅速化による目標処理期間の設定」の取付け

「銀行窓販弊害防止措置の存置と新たな監督上の措置の追加」の実現

消費税簡易課税制度の「みなし仕入率」引下げ時期の繰り延べ実現

火災保険に係る「異常危険準備金積立率」の引き上げを実現（現行の５％から６％へ）

2006

2007

2009

2010

2012

2013

2018

臨
時
代
議
員
会
を
W
E
B
で
開
催

小澤副会長

（高知）
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